
「かぐや」データプロダクトの概要 



話題 



目的 
・月の起源と進化の解明 
・月探査基盤技術の実証 
・月利用可能性の調査 

主衛星 (かぐや) 
　2.1 x 2.1 x 4.8 m　2900 kg 
小衛星 (おきな・おうな) 
　53 kg 

軌道 
月周回軌道（極軌道） 
軌道高度 100 ± 30 km 

2007年9月打ち上げ 
2007年12月観測開始 
2009年6月観測終了 

月周回衛星「かぐや」 



2007/09/14　打上 (種子島) 
2007/10/20　月軌道投入 
2007/12/21　定常運用開始 
2008/11/01　エクテンド運用 (後期運用) 開始 
2009/02/12　おきな月面落下 
2009/06/11　月面制御落下 
2009/11/02　データ一般公開 

「かぐや」の観測スケジュール 



月表層の元素・鉱物組成 

月の地形・地下構造 

月の運動・重力場 

月の表層岩石の磁場 
地球の磁気圏・プラズマ圏 
月周囲の放射線・粒子線量 
電離層 

蛍光X線分光計(XRS) 
ガンマ線分光計(GRS) 
マルチバンドイメージャ(LISM/MI) 
スペクトルプロファイラ(LISM/SP) 

地形カメラ(LISM/TC) 
レーダサウンダ(LRS) 
レーザ高度計(LALT) 

衛星電波源(VRAD) 
リレー衛星(RSAT) 

磁力計(MAP/LMAG) 
プラズマ観測器(MAP/PACE)  
粒子線計測器(CPS) 
プラズマイメージャ(UPI) 
電波科学観測(RS) 

「かぐや」の観測機器 



- 月全球の画像データを取得 
- 高空間分解能 (~10m/pixel @100km高度) 
- ステレオ視によるデジタル地形モデル（DTM）の作成 

地形カメラ（TC） 



TCの観測運用 



TCプロダクト 

1. DTM/TCオルソ 
4. TC低太陽高度 (朝)　 
　反射率マップ 

2. DTMマップ 
3. TCオルソマップ 

5. TC低太陽高度 (夕)　 
　反射率マップ 



DTM/TCオルソプロダクト 



TC1 

TC2 

DTM/オルソ作成処理 



DTMの誤差要因 



TCプロダクト 

1. DTM/TCオルソ 
4. TC低太陽高度 (朝)　 
　反射率マップ 

2. DTMマップ 
3. TCオルソマップ 

5. TC低太陽高度 (夕)　 
　反射率マップ 



マッププロダクト 



TCプロダクト 

1. DTM/TCオルソ 
4. TC低太陽高度 (朝)　 
　反射率マップ 

2. DTMマップ 
3. TCオルソマップ 

5. TC低太陽高度 (夕)　 
　反射率マップ 



ファイル構造 
NASA開発のPlanetary Data System (PDS) 
フォーマットに準拠 

・PDSラベル（テキスト） 
　-プロダクト属性 (バージョン, 源泉画像情報, 軌道情報 など) 
　-画像投影 (投影法, 標準緯度・経度, 解像度, サンプリング法 など) 
　-画像情報 (1ラインの画素数, ライン数, オフセット値 など) 
　-画像統計 (最大・最小, 平均, 最頻値 など) 
　-品質情報 (ダミーピクセル, バッドピクセル など) 
　-源泉画像情報 (観測時間, 軌道番号, 測光条件 など) 

・画像データオブジェクト（バイナリ） 



プロダクトリスト 



LROC (Lunar Reconnaissance Orbiter Camera) 


